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 Economy of children's living should not be ignored, as adult society can not be 

discussed excluding economy. Children's needs for consumption become various and 

advanced accoding to adult living. 

 The present condition of children's consumption living is investigated here in com-

parison with the data and the surveys for twenty years. 

 1. Most children monthly get pocket money in spite of the times. The average 

amount of middle years' student of elementary school is 500 yen, and upper years' 

is 1,000 yen. It has not so changed during 1970' and 1980'. Children use their poket 

money for buying sweets, magazines or cartoon books. The price is cheap. 

 2. "Otoshidama", a New Years Present, is 10,000 yen on the average during 1970' 

and 1980'. The children who spend all "otoshidama" are very few, most children 

save money. 

 3. Children are sensitive to catching the knowledges about market-goods through 

advertisements of mass media and information exchanges by themselves.

1.は じ め に

戦後,豊 かな生活 と社会をめ ざしていた産

業は,現 在に至るまで多少の変動はあった も

ののまずは上昇 した.そ してすぼらしい発展

を遂げ,経 済豊かな社会を築 き上げ,そ れ

に伴いマスコ ミ情報 も世界的に拡大 してい

る.
一般社会は もちろん,家 庭の消費意欲はま

すますエスカレー トし,ま るでとどまること

を知 らないかの ように,消 費生活は多様化 し

てきている.

ところで,大 人社会が経済を抜 きに しては

考えられないのと同様に,子 どもたちの生活

においても経済を無視することはできないと

思われ る.子 どもたちの消費意欲も,大 人の

生活に合わせて多様化 し,高 度化 してきてい

るようである.

現代はまさに"使 い捨て時代"と もいわれ

ているが,そ こに到達するまでどの ように変

化して行ったであろうか,ち ょっとひ と昔を

振 り返 りながら,実 態調査を含めた上で,児

童の消費生活の一端を述べる.
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2.変 遷

r子 ど も白書』(日 本子 どもを守 る会 編)は,

1964年 か ら現在 まで,1966年 を 除 いて毎年 発

行 され てい る.こ の中か ら,児 童 の消費生 活

に関す る ものを ピックア ップ し,銀 行 な どの

行な った調査 も含め て,そ の歴史をた どって

み る.

〈1968年 〉

お小遣 いにはふたつ のパ ター ソがあ り,ひ

とつ は1ケ 月に一定額を与 えて,そ れ で子 ど

もが必要 とす る学 習用 品 ・雑誌 ・本 ・日用 品

の小物 ・飲食な どいろいろな ものに当 てさせ

るもの と,も うひ とつは帰宅後の生活 に必要

な飲食 ・遊具な どに使わせ るもの とが ある.

東 京都内 の小学校1～6年 生を対 象 とした

調査結果に よると,子 どもたちは10円 の 日銭 で

1日 を過 ご して いる.物 価高だ った ら しく,

子 どもたちは お小遣 いのや りくりも大変 の よ

うであ る.一 冊100円 の 少年 マガジソは母親

に特 別予算を請求す るか,ま たは父親 におみ

や げ として予約す るか,あ とは生活の知恵で

友 人 と交代 に購入 して輪読 してい る状態で あ

った らしい.

お 小遣 い のもらい方 として,低 学年は 「日

給型 」,高 学年 は 「月給型 」 で,平 均す る と

"月 ぎめ"で300円 も ら う方法が最 も多 く27

%,次 に 多 いのは"不 定額"26.0%で あ る.

お年玉は1人 平均2,257円 で,ち なみ に最高 額

は19,500円,最 低額は0円 とな ってい る.子

どもが と くに欲 しい物は,5年 生 の場合男子

は トランシーバ ー ・天体望遠 鏡な ど,女 子は

ア コーデ ィオンのよ うである.1)

<1973年>

1973年7月 に実施された調査結果 で,東 京

都足立区立 小学校5・6年 生 を対 象 とした も

ので ある.公 団 ・商店 ・都営 の三地域 に分 け

ての結果 であ るがま とめて述べ る.96%の 子

どもが,何 らかの形式 でお小遣 いを もらいや

りくりしてい る.も らって いな い とい う子 ど

もは,欲 しい時 に親が必要な ものを用意 して

くれた り,お 金 を与 えて くれ る とい うや り方

で,子 どもは不 自由は していない ようで ある.

毎 日もらってい る子 どもは30～50円,週 ぎ

めは100～300円,月 ぎめは300～2,000円 で あ

る.ま た決 ま った時 以外 に も,手 伝 いを した

時(45%),良 い ことを した時(12%),テ ス

トや通信 簿 で良い点を とった時,な どで もら

って いた ようだ.

残 ったお金は35%の 子 どもが貯 金を してい

て,58%は 自分で保管,ま た 家族 にわたす子

どももいた.

お 小遣 いが不足 した場合がまんす る子 ど も

は もち ろんいるが,前 が り ・貯金を おろす ・

手伝いを して もら う ・家族か らもら う,な ど

してお金を得 ていた ら しい.

お 小遣い の使途は飲食物や本 ・学用品な ど

の購入で あ る.2)

〈1974年 〉

東京都 足立 区立 小 学校5・6年 生103名 を

対 象 とした調査結果 であ る.ひ と りを除いて

全員 が何 らかの形式でお小遣 いを もらってい

る.

お 小遣 いの もらい方は,月 ぎめが最 も多い .

決 ま った時以外に も,親 戚の人や手伝 いを し

た時,ま たは ボーナ スの時な どに もらって い

た ようであ る.

額 は毎 日の場合30～50円,週 ぎめ の場合は

200円 位,月 ぎめの場合は1,000円 位 であ る.

"足 りない"と い う子 ど もは8%い て
,ね

だ って もらった り,が ま ん した り,な かには

貯金をお ろ していて,な お残 った時 は貯金 し

てい る.

お 小遣 いの使途は お菓子が圧倒的 に多 く,

ま た遊び とも関連が あると述べて あ る.3)

〈1976年 〉

神奈川県川崎市高津区の小学校6年 生を対

象 と した調査結果 である.

お 小遣 いのもらい方は,月 ぎめが70%で 最

も多 く,必 要な時 にもらうが22%で あ る.

親 の与 え方 につ いての考 えでは,お 金を計

画的に使 う習慣づけが51%,別 に 深 い意味 は

ない とい うのが26%,そ の 他はほ うび ・どこ

の家で も与 えて いるか ら,な どで ある.額 の
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決め 方につ いては,家 族 の話 し合いの中か ら

が51%,子 ど もの要求が15%,家 計 か ら割 り

出 してが9%で あ る.お 小遣いの使途につい

ては,本 人 まかせが84%,小 遣 い帳をつけさ

せ てい る者 は13%で あ る.4)

〈1977年 〉

埼玉 県浦和 市の小学校4年 生を対 象 とした

調査結果 であ る.

お 小遣 いの もらい方は,月 ぎめが圧倒的に

多 く71.1%で,額 は500円 が多 く40%,な お最

高 は1,500円 で あ る.

お 小遣 いの使途 は,本 ・雑誌 ・飲食物が多

く,と くに雑 誌の中で週刊のマ ソガ本に使用

してい ることは特徴 であ る.

お年玉 について,も らった額 は1万 円以下

が最 も多 く50%,次 は1万5千 円以下20%,

最 高 額 は3万5千 円であ る.使 い道は圧倒的

に 目的のない貯金が多 く81.1%,目 的 のあ る

貯金は高価 な物を買 うため,月 々のお小遣い

の足 しにす るな どで ある.5)

〈1978年 〉

との年は小学生を対象 とした調査記録 の記

載 はない.お 小遣 い論 につ いてふれ てみる.

お小遣 いを考 える時,子 どもたちの"遊 び"

の 問題 を ぬ きに考 え られ な くな って きて い

る,子 どもの生活は急激 に変化 し,遊 び場を

失 い,放 課後 は塾へ 行 くようにな り,地 域 で

の遊 び友だち ・遊 び集団 がな くな り,テ レビ

を見た り,外 では駄 菓子 屋の軒先に並べてあ

る子 どもの ゲームへ足 が向 くようにな ってい

る.こ の よ うな 中で,"お 金"に 対 す る認識

がつ くられて お り,"お 金 を使 うこ とが遊び"

で,"お 金"は 遊 び を成立 させ る前提条 件 と

な って しまい,お 金 な しでは遊べ ない子 ども

を生み出 し,お 金を使 うことに魅 了 されて他

の遊びに興味 を失 ってい る子 どもが多 くな っ

て きてい るよ うであ る.6)

〈1981年 〉

神奈川県川崎 市北部 の小学校4～6年 生を

対象 とした調査結果 であ る.

お 小遣 いの もらい方は月 ぎめ が最 も多 く,

4年 生 は43%,5年 生 は69%,6年 生 は86%,

で あ る.

決 ま った額 のお小遣いをいつか らもらい始

めたか とい う質問 に対 して,学 年が下が るほ

ど早い傾 向がでて いて,6年 生 では3・4年

生か らが多 く,4年 生 では1年 生か らが多 く,

また幼稚 園時代か らもらって いた子 どももい

た ようであ る.

お 小遣 いの額 は,4年 生 は1ケ 月500円 が

多 くほ とんど足 りていて,5年 生 は1,000円 で

足 りている.6年 生 は1,000円 で 足 りる ・足 り

な いの割合は半 々である.

残 った お金は ほ とんど貯金す るか,保 管 し

て お くとい うこ とで,な お欲 しいものを買 う

子 どもは どの学年 も17%い た.

お小遣 いの使途 につ いて,6年 生 はマ ンガ

・雑誌 ・文房具 ・お菓子 の順 で多 くな ってい

て,学 年 が上 がるに従 ってマソガや雑誌 が増

え,趣 味や おつき合 いでの出費 が多 くな って

いる.

お小遣 いの もらい方に対す る要望 では,く

れ る 日と額 を決め て もらいた い とい うのが多

い.ま た お小遣 いを もらった時 に,親 に対 し

て 「あ りが とう」 と感謝 の言葉 を述べ る子 ど

もは約50%と い うことであ る.7)

〈1985年>

1984年 に実施 された調査 で,京 都市 内の小

学生1,024名 を対 象 とした ものである.

お小遣 いを もらっている子 ど もは80%い て,

3・4年 生 を境 に月ぎめ で もらう場合 が多 く

半数 に近 い.

お 小遣いの額 は1ケ 月500～1,000円 が 過半

数 を占め てい る.お 小遣いを もらって いる子

どもは,そ の額 について約70%は ち ょうど よ

い と答えてい る.ま た男子の方が"少 な い"

と思 ってい る子 どもが多 く,高 価な ものを買

いたい と思 う傾向が低学年か らみ られ,女 子

の方は高学年か らその傾向がでて くる ようで

あ る.

お 小遣いの使途は食べ物が多 い.と ぐに男

子は プラモデルや お もち ゃを買 うに対 して,

女 子はその他が多 く,そ の使 い道 は文 房具 ・

小物を 中心 とした キ ャラクター商 品で,誕 生
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会 などのプ レゼ ン トを よく買 っている.

お ごる ・お ごられ る とい う問題 があ り,低

学年か らごく普通 のこ とに もな っていて,そ

れ が原 因でケ ソカにな り,さ らに恐喝 に結 び

つ いた例 もある らしい.

お年玉 につ いては99%の 子 ど もが もらって

いて,合 計金額1万 円台が35%を 占め ている.

使 い方はテ レビゲーム ・ラジ コンな ど普段 買

えない ものを18%の 子 ど もが買 っていて,購

入 しなか った子 ど もの80%は ほ とんどが貯金

を している ようであ る.8)

1985年5月 に,住 友銀行 が東京 ・大 阪で上

場企業 に勤務 している子 ど もを持 ってい る課

長 に対 して行な った 「子供 の教育 ア ンケー ト

調査 に よると,1ケ 月 のお小遣 いは小 学校4

～6年 生 で900円 と報告 されてい る .9)

1987年4月 に,東 海銀行 が東京 ・名 古屋 ・

大阪 の3都 市で子 どものいる家庭 の主婦 を対

象 とした調査 に よると,小 学校1～6年 生 の

1ケ 月平 均 の お小遣 いは750円 で ある.ま た

1年 間のお小遣 い ・アルバ イ ト収入 ・親 戚や

知人か らのお小遣 い ・その他 の収入 ・お年 玉

な どを合計 した 総収入 は4万2千 円であ る.

貯 蓄 してい る子 どもは92.3%で,平 均額 は10

万6千 円,こ の貯蓄 に対 して母親 の感 想 は

"適 当な額だ と思 う"が 多 く45
.9%と な って

いる.10)

とこ ろで,東 海銀行 では,1988年2月 に も

3都 市で主婦対象 の調査を行な っていて,そ

れ による と,毎 月お小遣 いを も らっている子

どもは57。4%で 平 均872円 で あ る と報告 して

いる.11)

以上が,子 ども白書 ・銀行などの調査報告

である.調 査地域 ・対象者 ・内容などいろいろ

な条件から一貫性がないため,論 議することは

いささか疑問ではあるが,と くに次の視点から

まとめてみ る.

oお 小遣いのもらい方

Oお 小遣いの額

oお 小遣いの使途

oお 年 玉について

oお 小遣い ・お年玉 な ど子 ど もに与 え る影響

oお 小遣いの もらい方

もらい方には,毎 日 ・週 ぎめ ・月ぎめ ・必

要な時,な どの方法 があ るが,時 代 に関係な

く月 ぎめで もら う方法が最 も多 く,約20年 間

で大差はみ られない.低 学年 は必要 に応 じて

とか毎 日もら う方法が多いのに対 して,高 学

年では圧倒的 に月 ぎめで もらってい る.

Oお 小 遣 いの額

1970・1980年 代 で共通 していえ るが,4年

生 の場合1ケ 月平均 して約500円,5・6年

生 の場合約1,000円 で ある.

銀 行の報告によると1ケ 月のお小遣いは,1985

年 の場 合4～6年 生は900円,1987年 の場合1

～6年 生は750円,1988年 の場合1～6年 生は

872円 であ り,4年 間 で大差は ない ようである.

決 ま った時以外に も,例 えば手伝 いを した

時 ・良い ことを した時 ・学校 の成績 で良い点

を とった時,な どに ももらってい るが,臨 時

収入 を加算す ると多額 にな るこ とが予想 でき

る.ま た必要 な時 に もら う子 ど もは,決 ま っ

た額 を もらう子 ども より使用す る額 が多い こ

とも考 えられ る.

oお 小 遣 いの使途

時代 に関係な く,子 どもが購入 してい る物

はおやつ と しての食 べ物 が多 く,次 に多い物

は学 習用品 ・本 ・雑誌 などで,金 額 としては

安 い ものであ る.も らった お金をすべ て消耗

す るのではな く,残 ったお金は金融機 関や家

族に預けて いる ようであ る.

表 一1お 年玉の平均

学 年 1968年 1979年 1982年 1985年

1

2

3

4

5

6

1,591円

1,784

2,246

2,296

2,519

3,417

12,697円

13,309

13,76Q

14;271

15,105

16,149

16,798円

18,300

16,105

17,727

18,521

19;551

19,860円

19,227

21,059

21,427

23,016

23,275

平 均 2,257 14,215 17,834 21,311

指 数 1.0 6.3 7.9 9.4

1968,1985年 の子 ども白書か ら
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oお 年玉について

表 一1か ら,1982年 を除いて学年が上がる

程お年玉の額 も増加 している.17年 間で約10

倍にも増え,お 小遣いに比べてはるかに上昇

している.お 年玉は,親 以外の大人との関係

もあ り,要 するに社会の景気や大人のつき合

いの影響を受けていることが予想される.時

代に関係な く,お 年玉をすべて消耗する子ど

もは少な く,貯 金にまわ しているようであ

る。

oお 小遣い ・お年玉などが子どもに与える

影響

現金を子どもに与えると喜こぶ と思われる

が,そ れは子どもを必ず幸わせにするとは限

らない.

決め られたお小遣い以外に,手 伝いや良い

事をした時 ・テストや成績が良かった時など

ほうびにお金をもらうケースがある.そ うい

ったことを"お 金"で つることは子どもにと

って望ま しいこ とであろ うか.

ま たお小遣いが不足 した時,も ちろんがま

んす る子 どももい るが,な くな ったか らとい

って,再 び もらうことは計画性 が失われて し

ま うし,依 存性 の強 い子 にな って しま うこと

も考 え られ る.

と ころで,ゲ ームセ ンターの ようにお金を

使 うことが遊 びにな ってい ることがあ る.遊

び場 を失な った子 ・他の遊 びに興 味を失な っ

てい る子 どもがお金に魅せ られて しまい,そ

れが遊びにな ってい るケー スもみ られ る.

3.実 態 調 査

大人に比べて額に大小の差はあっても,手

にした現金を支出した り貯蓄した りすること

は,大 人も子 どももさほど変わらないように

思われる.

実際,子 どもはどんな消費生活を営んでい

るのか調べてみた.

図一1要 求 の 度 合
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o調 査 方 法

関東地方の小学校5・6年 生506人 を対 象に

行な った もので,そ の内訳 は次の通 りで ある.

5年 生 男子127名 女 子112名 計239名

6年 生 男子144名 女 子123名 計267名

計 男子271名 女 子235名 計506名

調査時 期は1987年7月 下旬で,調 査 用紙を

各 クラス担任 か ら児童 に配布 して もらい,そ

の場 で記入 させ回収 して もらった.

対 象者 の家族構成 は,子 ども2～3人,大

人2人 のケー スが多い.

o結 果

お小遣 い ・お年玉 ・貯金 ・な どに対 して,

児童 は どの程度要求 し,ま たその収入 ・支出.

な どの実態を調べた.

1)お 小 遣 い

お小遣いの要求度合は,5・6年 生共男子

の場合"必 ず 欲 しい",女 子 の場合"な ん と

な く欲 しい"が 高 率を示 している."必 ず 欲

しい"の 割合 が高 いのは5年 生 より6年 生 の

方に多 く,そ れだけ必要性を感 じて いる.男

女 を問わ ず"必 ず 欲 しい""な ん とな く欲 し

い"を 合わせ る と,5年 生 は80 .3%,6年 生

は81.6%の 子 どもがお小遣いを必要 としてい

ると思 って もよいだ ろ う.(図 一1)

実 際 にお小遣いを もらってい る子 どもは,

5年 生 で86.6%,6年 生 は89.1%で,6年 生

の方が若 干多い.

た いていの子 どもがお小遣 いを もらってい

て,要 求の度合 よ り実際 もらってい る率の方

が高 い.(図 一2)

もらい方 の形式は"月 ぎめ"が 多 く,5年 生

は74.3%,6年 生 は80.8%で あ る.次 に多い

のは"必 要な時"で あ る.す なわちたいてい

の子 どもは,"月 ぎめ"の 月給制 である.(表

一2)

も ら ってい る額 を具体 的にみてみ ると,月

ぎめ の場 合平均 して,5年 生 男子は875円,

図 一2収 入,の 有 無

表一2も らい方の方法(お 小遣い)
C%)

5年 6年

男 女 計 男 女 計

月 ぎ め 72.3 76.7 74.3 75.9 86,2 80。8

ほ し い 時 9.8 9.5 9.7 10.0 8.3 902

週 ご と 8.0 5.3 6.8 7.8 o.s 4.6

そ の 他 3.6 5.3 4.3 4,7 4;6 4;6

毎 日 3.6 2.1 2.9 o.s 0 0,4

十 日 ご と o.s 1.1 1,0 0 0 0

無 回 答 i.a 0 1.0 o.a 0 0,4
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女子 は848円 で,6年 生 男子は1,032円,女 子

は929円 で あ る.5年 生 よ り6年 生,女 子 よ

り男子の方が多 くもらってい る.ち なみに1

ケ月の最高額 は,5年 生 は10,000円,6年 生

は4,000円 で ある.

お小遣 いは誰か らもら うかの問 いに対 して,

半 数以上 が"母"か らもらって いて,次 に多

いのは"父 または母 のいずれか ら"に もらっ

てい る.

と ころで,手 にしたお小遣いで毎 日品物を

買 い求め る子 ど もは少ない.最 も多 いのは,

"時 々何かを 買 う"で5年 生 は52 .2%,6年

生 は70.2%で あ る.な おす ぐに使 用 しな いで

"あ ま り買わ ない""貯 金す る"の は
,5年

生38.2%,6年 生25.2%で あ る.(表 一3)

い った い どの ような品物 を購入 してい るの

か,と くに多い ものを具体 的に1人3点 あげ

てもらった.表 一4か らみて,文 房具 ・食べ物

な ど 日常的な ものに支出 してい る子 どもが多

い.と くに女子は,友 人への誕生 日な どのプ

レゼ ソ ト購入 が 目立つ.そ の他 として あげ ら

れた ものは,フ ァ ミコソのカセ ッ ト・レコー

ド・ビデオ レソタルなどである.

どの ような方法 であれ,お 小遣 いを もらっ

表一3支 出の方法(お 小遣い)
C%〉

5年 6年

男 女 計 男 女 計

時 々 何 か を 買 う 50.8 53.7 52.2 71.3 .: 70.2

あ ま り 買 わ な い 17.9 28.4 22.7 12.4 17.4 14.7

貯 金 す る 18.7 11.6 15.5 10.9 10.1 ro.s

そ の 他 5.4 4,2 4.8 2.3 3.7 2.9

毎 日 何 か を 買 う 5.4 z.1 3.9 2.3 0 1,3

無 回 答 1.8 0 0.9 o.a 0 0.4

表一4お 小遣いで購入 した品物

5 年 s 年
順 位

男 女 男 女

1 マ ン ガ 文 房 具 食 べ 物 文 房 具

2 食 べ 物 食 べ 物 マ ン ガ マ ソ ガ

3 文 房 具 本 本 本

4 本 マ ソ ガ 文 房 具 食 べ 物

5 飲 み 物 プ レ ゼ ソ ト 飲 み 物 プ レ ゼ ン ト

s プ ラ モ デ ノレ 飲 み 物 お も ち や 飲 み 物

7 お も ち や ハ ソカチ ・アクセサ リー プ ラ モ デ ノレ ハソカチ ・ア クセサ リー

(以下省略)

表 一5満 足の度合い(お 小遣い)
<%)

5年 6年

男 女 計 男 女 計

満 足 し て い る

だ い た い 満 足 し て い る

わ か ら な い

満 足 し て い な い

無 回 答

56.3

23.2

9.8

9.8

0.9

53.7

24,2

13.7

6.3

2.1

55.1

23.7

11,6

8.2

1.4

38.8

33.3

11.6

14.7

1.6

40.4

42.1

8.3

9.2

0

39.5

37.4

10.1

12:2

0.s
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てい る子 どもに対 して,現 在 もらっている金

額 について満足 の度合を調べてみた.5年 生

は55.1%,6年 生 は39.5%が"満 足 してい る"

で,学 年差 が大 きい.と くに6年 生男子 は他

の子どもより不満足 の割合 が高い.(表 一5)

では"満 足 して いな い"子 どもにその理 由を

聞 いた ところ,ほ とん どが額 の少な さをあげ

ていて,そ の他 としては友人や兄姉 との額 の差

に対す る不満 ・気にい った物が購入できないな

どである.な お"満 足 している"子 どもが も ら

っている額は1ケ 月平均 して,5年 生 は1 ,013

円,6年 生 は1,125円 で ある.逆 に"満 足 して

いない"子 どもが もらってい る額 は1ケ 月平

均 して,5年 生 は607円,6年 生 は937円 で あ

る.満 足 ・不満 足 の差 は5年 生 の場合約400

円,6年 生 の場 合 は約200円 とい うことにな

る.ち なみに㈱住友銀行,1987年 の調査に よる

と,小 学校4～6年 生の場合,"足 りない"と

答 えた子 どもの希望額は1,850円 で,現 実 と

の差額は820円 とい う報告があ る.12)

お 小遣 いに対 して,約80%の 子 ど もが要求

してい るが,実 際 の使用率は,5年 生56 .1%,

6年 生71.5%で あ る。手に した現金をすべて

使用す ることはな く,他 に も何か 目的があ る

よ うに思われ る.

2)お 年 玉

お年玉 の要求度合 につ いては,学 年 ・男女

を問わず"必 ず欲 しい"率 が高 く,5年 生 は

64.4%,6年 生 は65.2%で あ る.な おお小遣

い よ り要求の度合が高い.(図 一1)

実 際 に,1987年 の お正月に お年玉を もらっ

たか ど うかについて調べてみ る と,対 象者 の

ほ とん どが もらっていて,も らっていな いの

は506人 中5年 生 に3名 いた.(図 一2)

一 人 当 りの もら
った額 について調べてみ る

と,最 も多いのは10,000～15,000円 で,5年

生 は20.5%,6年 生 は21.5%で あ る.次 に多

いのは5年 生は5,000～10,000円 で13.7%,6

年 生 は20,000～25,000円 で15.1%と な ってい

て,6年 生 の方が高額 であ る.3番 目に多い

のは,5・6年 生 共30,000円 台 であ る.な お

最高額は,5年 生 で75,800円,6年 生 は79,000

円 で ある.(表 一6)

も ら った額 につ いて感想を 聞いてみた.項

目中5年 生が 最 も多 く選んだ ものは,"予 想

よ り多 い"で47%,6年 生 は"予 想通 り"が

表一6お 年 玉 の 額

5年 6年

順位 男 順位 女 順位 男 順位 女

i 1万 ～1万5千 円未満 1 1万 ～1万5千 円未満 1 1万 ～1万5千 円未満 1 1万 ～1万5千 円未満

2 3万 ～4万 円 〃 2 5千 ～1万 円 〃 2 2万 ～2万5千 円 〃 2 2万 ～2万5千 円 〃

3 1万5千 ～2万 円 〃 3 1万5千 ～2万 円 〃 3 3万 ～4万 円 〃 3 1万5千 ～2万 円 〃

4 5千 ～1万 円 〃 4 2万 ～2万5千 円 〃 4 1万5千 ～2万 円 〃 3万 ～4万 円 〃

5 5千 円 〃 5 4万 ～5万 円 〃 5 5千 ～1万 円 〃 5 5千 円～1万 円 〃

2万 ～2万5千 円 〃 2万5千 ～3万 円 〃

2万5千 ～3万 円 〃

(以下省略)

表 一7も らった額についての感想(お 年玉)
〈%〉

5年 6年

男 女 計 男 女 計
予 想 よ り 多 い

予 想 通 り

予 想 よ り 少 な い

無 回 答

42.3

33.3

14,6

9,8

52,3

32.4

7.2

8.1

47.0

32.9

11.1

9.0

37.8

37,8

20.2

4,2

39.8

41.5

14.6

4.1

38.7

39.5

17.7

4.1
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多 く39.5%で あ る.な お6年 生 の男子は,"予

想 よ り少 ない"の 割合 が高 く,多 額 なお年玉

を夢み ていた ようであ る.(表 一7)

お年 玉 を もらった人をすべてあげて もらっ

た ところ,1親 戚 の人,2祖 母,3父 親4

母 親5祖 父 の順 で多 く,そ の他 として近所

の人な どを あげ ている.

と ころで,も らった お年玉は どの ように し

て い るだろ うか.項 目中最 も多 く選 んだ も

のは,学 年 ・男女 を問わず,"買 物 を し,ま

だ残 って い る"で,そ れ に"全 額 残 ってい

て,買 い物の予定 はな い""貯 金 した"を 合

わ せ る と,5年 生 は76.3%,6年 生 は74.4%

で あ る.お 小遣 い と比較す る と多額 なので貯

金にまわす のであろ う.(表 一8)

お 年 玉 で どんな ものを購 入 したか,あ るい

は購入予定 の品物について,具 体 的 にあげ て

もらった.多 い順に列挙す ると表 一9の よ う

にな る.購 入内容が男女に よ り異な っていて,

ま た お小遣 い とお年玉 では額 に差が あ るよう

に,使 い道 も異な って いる.お 小遣 いの場合

は,食 べ物 ・文房具な どの 日常必需 品に使 っ

ていて,お 年玉 の場合は,日 常必需 品は もと

よ り,多 少高価 な品物を購入す るほか貯 金に

もまわす 割合 が高 い.

お年玉 の要求度合 は,全 体 的にみて高 いが,

使 用 方法 に よると,項 目中"全 額残 っていて,

買 物 の予 定 はな い"を 選 んだ の は5年 生で

19.3%,6年 生 は12.8%い る.目 的は品物購

入は もち ろん,蓄 えの方 も考えてい るよ うに

思わ れ る.

3)貯 金

貯金の必要性について,5・6年 生共"必

ずあ った方が よい"を61%の 子 どもが選 んで

表一8使 用 方 法(お 年玉)
C%)

5年 6年

男 女 計 男 女 計

買 物 を し 、 ま だ 残 っ て い る 35.7 29.7 32,9 57.3 37.4 48.1

貯 金 し た 18.9 30.0 24.1 8.8 17.9 13.5

全額残 っていて,買 物の予定はない 16.3 22.5 19.3 7.7 18,7 12.8

そ の 他 8.7 8.8 8.8 8.0 12,2 9.4

買 物 を し,残 っ て い な い 9.8 3.6 6.8 11.9 8.1 10.2

買 物 の 予 定 が あ る 9.8 3.6 6.8 6.3 4.9 5.6

無 回 答 o.a i.a 1.3 0 o.s 0.4

表一9お 年玉で購入 した品物

5年 6年
順 位

男 女 男 女

1 フ ァ ミ コ ソ 文 房 具 フ ァ ミ コ ン 文 房 具

z マ ン ガ 本 本 本

3 本 マ ン ガ マ ン ガ 食 べ 物

4 ス ポ ー ツ 用 品 食 べ 物 ス ポ ー ツ 用 品 プ レ ゼ ン ト

5 食 べ 物 プ レ ゼ ソ ト プ ラ モ デ ル マ ン ガ

6 お も ち ゃ お も ち ゃ お も ち ゃ 飲 み 物

7 プ ラ モ デ ル そ の 他 食 べ 物 そ の 他

8 文 房 具 ハソカチ ・ア クセサ リー 飲 み 物 ハ ンカチ ・ア クセサ リ・一

9 飲 み 物 飲 み 物 文 房 具 ス ポ ー ツ 用 品

10 切 手 ・ コ イ ン 自 転 車 ラ ジ コ ソ フ ァ ミ コ ソ

(以下省略)
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表一10貯 金 額

5年 6年

順位 男 順位 女 順位 男 順位 女

i 1万円未満 1 10～15万 円 1 10～15万 円 1 10～15万 円

2 2万 円 台 2 1万円未満 2 1万 円 台 2 2万 円 台

10～15万 円 3 15～20万 円 3 1万円未満 3 3万 円 台

3 20～30万 円 4 2万 円 台 4 30万 円以上 4 1万 円 台

4 3万 円 台 3万 円 台 5 4万 円 台 30万 円以上

5 6万 円 台 4万 円 台 s 2万 円 台 5 1万円未満

s 1万 円 台 7万 円 台 5万 円 台 4万 円 台

7 4万 円 台 5 5万 円 台 7万 円 台 6 6万 円 台

5万 円 台 8万 円 台 8万 円 台 7万 円 台

8 30万 円以上 9万 円 台 20～30万 円 20～30万 円

(以下省略)

表 一11保 管 場 所(貯 金)
〈%〉

5年 6年

男 女 計 男 女 計

金 融 機 関 に預 け てい て,
通 帳 は 家 族 が もって い る

69.6
1
83.2 76.1 73.7 78.9 76.2

金 融 機 関 に 預 け て い て,
通 帳 は 自 分 で も っ て い る

13.6 9.3 11.6 i5.o 9.6 12.6

現金は 自分で保管 している 5.9 2,8 4.4 3.8 4.4 4.0

現金は家族が保管 している s.s 0.9 4.0 3.0 5.3 4.0

わ か ら な い 2.5 1.9 2.2 3.0 0.9 2.0

そ の 他 o.a 1.9 1.3 1,5 0.9 1.2

無 回 答 o.s 0 0.4 0 0 0

い る."な ん とな くあ った方が よい"を 合 わ
ノ せ ると

,5年 生 は89.1%,6年 生 は90.9%で

高 率を示 し,お 小遣い よ り,貯 金の方の要求

度合 が約10%高 い.(図 一1)

と ころで,現 在 の貯金の有無については,

5・6年 生共"あ る"と 答 えてい る子 どもが

多 く,5年 生 は94.1%,6年 生 は92.5%で 高

率を示 して いる.な お要求の度合 より,実 際,

貯 金のあ る人の方が若干多い.(図 一2)

貯 金額 につ いて具体的 にあげた ものを,多

い順に表一10Y`列 挙 す る.全 体的 にみて,10

～15万 円 が多 い .ち なみ に東海銀行が同年4

月 に行 った調査 に よる と,小 学生 の貯蓄額 は

平均10万6千 円で,62.6%が10万 円未満 とな

ってい る.こ れ に関 して,母 親 の感想は 「適

当な額 だ と思 う」…45.9%,「 少 ない と思 う」

…27 .6%,「 た くさん持 って い る」…26.5%

で,大 人か らみて,10万 円 くらいが妥 当な額

の ようである.

これ らの現金の保管方法 として最 も多いの

は,"銀 行 や郵 便局 な どに預けて いて,通 帳

は家 の人が持 ってい る"と い う状態 である.

な お"銀 行や郵便局な どに預け ていて,通 帳

は本人が持 ってい る"を 合わせ る と,5年 生

は87.7%,6年 生 は...%で 高 率を示 し,要

す るに現金 の保管は,金 融機関を頼 って いる

ようである.(表 一11)

何 故,金 融機関に預け る子 ど もが多 いのか,

そ の理 由を調べてみた.多 い理 由 として"家

族 の勧め で預 けてい る"で あ り,そ の他 と し
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て多 くあげ られた ものは,安 心である.将 来

のために貯金する ・持っていると使いた くな

るので貯金する.な どである.述 べ られた理

由か らの推測であるが,子 どもの意志 という

より,親 の考え方がそのまま子どもへ反映し

た ように思われる.(表 一12)

現金は金融機関に預けている子 どもが多い

が,そ の現金の出 し入れを行っているのは,

約半数が母親である.子 ども自身が金融機関

に行 って,現 金の出し入れをするのは,5年

生で4.9%,6年 生 で9.3%い て,高 学年 の方

が若干多い.子 ど もが 自由に出入 りでき る場

所 ではない よ うである.

全 体 的にみて93.3%の 子 どもが貯金 して い

るが,そ の 目的 として最 も多いのは,5・6

年 生共,"将 来 のた め貯金 して いる"で5年

生は54.2%,6年 生 は49.8%で,次 に多いの

は"な ん とな く貯金 してい る"と い う状態 で

あ る.(表 一13)

子 ど もは もらった現金を買物や娯楽 などに

表一12金 融機関を利用する理由(貯 金)
C%〉

5年 6年

男 女 計 男 女 計

家 族 の勧 め で預 け てい る

利息がつ くので預けている

な ん と な く 預 け て い る

そ の 他

無 回 答

33.8

20.3

15.3

15.3

15.3

44.8

12.1

15.0

20.6

7.5

39.1

16,4

15.1

17.8

11,6

44.4

19.5

17.3

8.3

10,5

36,9

17,5

15,8

17.5

12.3

40.9

18.6

16.6

12.6

11.3

表一13貯 金 の 目 的
<%)

5年 6年

男 女 計 男 女 計

将 来 の た め 貯 金 して い る

な ん とな く貯 金 して い る

買 物 の 予 定 が あ る

旅1行 の 予 定 が あ る

無 回 答

51.7

30.5

8.5

4.2

5.1

57.0

35.5

4.7

1.9

0.9

54.2

32.9

6,7

3.1

3,1

47.3

37.6

11.3

2,3

1.5

52.7

37.7

6.1

2.6

0.s

一・

37,7

8.9

2,4

1.2

表一14貯 金 などで購入 した品物

5年 6年
順 位

男 女
尸男

女

i フ ァ ミ コ ソ
Oo

シ ャ ー フ ヘ ソ シ ル フ ァ ミ コ ソ
Ooシ

ャ ー フ ヘ ソ シ ル

2
Ooシ

ャ ー フ ヘ ン シ ル ぬ い ぐ る み
Ooシ

ャ ー フ ヘ ン シ ル ぬ い ぐ る み

3 野 球 の 道 具 レ コ ー ド 野 球 の 道 具 う で 時 計

4 サ ッ カ ー ボ ー ル う で 時 計 サ ッ カ ー ボ ー ル レ コ ー ド

5 う で 時 計 ロ ー ラ ー ス ケ ー ト ラ ジ コ ソ フ ァ ミ コ ン

6 ラ ジ コ ン オ ル ゴ ー ル う で 時 計 自 転 車

7 つ り の 道 具 ペ ッ ト つ り の 道 具 バ レ ー ボ ー ル

8 百 科 事 典 バ レ ー ボ ー ル 自 転 車 ロ ー ラ ー ス ケ ー'ト

9 ロ ー ラ ー ス ケ ー ト 自 転 車 百 科 事 典 ラ ジ カ セ

10 自 転 車 フ ァ ミ コ ン ラ ジ カ セ オ ル ゴ ー ル

(以下省略)
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すべ て使用す ることは少な く,子 ど もの頭の

中に 「貯金」 とい う言葉 が しっか りとうえつ

け られ ている ようである.

4)消 費 意 識

今ま でに,子 ど も自身が蓄えたお金で購入

した品物を上位10番 ま で列挙 した.(表 一14)

購 入 した品物か らみて,男 女の趣味が 明ら

かに異な って いる.男 子がその他 として述べ

た ものの中で多い品物は,文 房具 ・本な どで

ある.

子 どもが蓄 えたお金で買物をす る時,誰 か

に相談 して い るだ ろ うか.項 目中,"必 ず 家

族 に相談 す る"が 多 く,5年 生 は67%,6年

生 は50.5%で あ る.逆 に"ほ とん ど誰 に も相

談 しない""全 々 誰 に も相談 しない"は5年

生 の場合7.5%,6年 生 の場合14.6%で あ る.

6年 生 の方が 自立 性が高 ま っていて,こ れは

親離れ の兆候の ように思われ る.(表 一15)

実 際 に 自分のお金で買物 を して,今 までに

家族か ら注 意 された り,お こられた りした こ

とのある子 どもは,5年 生 の場合22.2%,6

年 生 の場合35.6%い る.5年 生 よ り6年 生,

女 子 よ り男子の方が注意 された りお こられ る

割合 が高 い.そ の理 由を多い順 にま とめ ると,

① むだ使 い(買 いすぎ ・不必要な品物 を買 う)

に関す る内容 のもの,② 相談 しないで購 入 し

た.な どで ある.そ の他 としてあげ られた も

のは,件 数 としては少ないが,現 金を他人 に

貸 してはいけな い ・食品の悪 さやその危険性

の指摘 ・品物を買 うと中高校 生に とられ るか

ら買 ってはいけない ・将来 のこ とを考 えて貯

蓄すべ き,な どである.

子 ど もは 自分 で蓄 えた お金 で欲 しい品物を

購入す る時,ど の ような気 持ち にな るのであ

ろ うか.最 も多 く選んだ ものは"品 物 を買 う

ことは嬉 しいが,お 金が減 るのが残念 に思 う"

で,5年 生 は56.0%,6年 生 は61 .1%を 示 し,

現 代 っ子 は堅実 である.な お5年 生 よ り6年

生,女 子 より男子 の方 が若干多 い.望 んでい

た 品物 が手 に入 り,単 純に"嬉 しい"と 思 う

子 どもは,全 体 的 にみて も24.4%で 少 な く,

欲 しい品物を 自分のお金で買 うことに対 して

は,感 動 が薄い ように思われ る.(表 一16)

と ころで,も した くさんのお小遣 いや貯金

な どがあ り,何 を買 って もよい とした ら,い

った い何 が欲 しいか,希 望 の品物をひ とつあ

げ て もらった.そ の上位を表 一17に 示 す.5

・6年 生共最 も多 く述べた ものは 「家」であ

る.一 般家庭の現実問題のひ とつ として,住

宅 ・土 地な どが大 きな問題 とな ってい るが,

そ の ような事情が 自然に子 どもに も影響 を与

t
,子 ど も自身の問題 として発展 し,要 す る

に世相の反 映の ように思われ る.な お件数は

少 ないが,地 球 ・命 ・世界 ・日本列島 ・ロケ

ッ ト・自然 ・世界 の学校 ・城 ・な どを あげて

いて夢 を求め る子 ど ももいる.そ れは5年 生

よ り・6年生 の方が多 くあげてい る.

"何 も い らな い"と い う子 ど もが対 象者

506人 中119人(24%)い る.満 足 しているの

か,無 関心なのか,こ の調査 か らは資料不足

表一15買 物 をする時の相談にっいて

〈%〉

5年 6年

男 女 計 男 女 計

必 ず 家 族 に 相 談 す る 62.3 72.3 67.0 53.4 47.2 50.5

時 々 家 族 に 相 談 す る 17.3 16,0 16.8 18.1 30.9 24.0

ほ とん ど誰に も相談 しない 4.7 4,5 4.6 10.4 12.2 11.2

そ の 他 3.9 1,8 2.9 6.9 4.9 s.o

全 々 誰 に も相 談 しな い 4.7 0.9 2.9 4,9 1.6 3.4

時h友 人 に 相 談 す る 1.6 0 0.8 2.8 o.s 1,9

必 ず 友 人 に 相 談 す る o.s o,s o.s 2.1 o.s 1.5

無 回 答 4.7 3.6 4:2 1.4 1.6 1,5

・'



表一16品 物 を購入する時の気持ち
<%)

5年 6年

男 女 計 男 女 計

鑑 聡 あ驪鵬 ち 58.3 53.6 56.0 63.2 58.6 61,1

う れ し い 23.6 27.7 25,5 19.4 27.6 23,2

何 も 思 わ な い 9.4 7.1 8.4 7.6 7.3 7.5

自 分 の お 金 が 減 る の で,買
い た く な い と 思 う

5,5 8.0 6.7 4.9 4.1 4.5

そ の 他 1,6 1.8 1.7 3.5 o.s 2.2

無 回 答 1.6 1.8 1.7 1.4 1.6 1,5

表 一17一 番欲 しい物

順位 5年 順位 6年

1 家 1 家

フ ァ ミ コ ン 2 パ ソ コ ン

2 ペ ッ ト カ セ ッ ト

3 フ ァミコンの カセ ッ ト ペ ッ ト

4 自 転 車 テ レ ビ

5 服 服

6 レ コ ー ド 3 本

ノく ソ コ ン 自 転 車

7 文 房 具 フ ァ ミ コ ソ

ぬ い ぐ る み 4 土 地

(以下省略)

のため これを判定することはできない.

以上,お 小遣い ・お年玉 ・貯金の要求度合

からみて,"必 ず欲 しい"の 割合の高いもの

はお年玉で,年 始に期待 しているようである.

親や周囲の大人も要求に応じていて,ほ とん

どの子どもが もらっている.収 入源の中で,

お小遣いに対する要求が低いのは,お 年玉や

貯金などの蓄えがあ り,お 小遣いの必要性を

あま り感 じていないことが考xら れる.

お小遣いとお年玉では使用方法に差があり,

お小遣いは飲食やマンガ ・雑誌などの日常的

なものへの消費が多い.一 方,お 年玉はもら

った額すべてを消費 したのは,5年 生の場合

6.8%,6年 生の場合10.2%で,そ れ以外の大

半の子 どもは買物を して残 りは銀行や郵便局

などの金融機関に預けている.貯 金する目的

として,将 来のためY'役立たせたいなどの理

由があげられ ることから,現 代 っ子の一面を

みることができたように思われる.ま た女子

より男子の方が収入源に対する要求度合や消

費率が若干高いのは,購 入内容からみて,高

価なものを求めたいためだ と予想できる.

欲 しいものはたいてい手に入るといわれて

いる時代で,生 活 している現代っ子の購入内

容に注目してみる.購 入 した ものの上位を示

しているものはファミコン,ま た要求 してい

るものもファミコソで,調 査対象の子どもた

ちはファミコソ ・ブームであるが,一 般社会

においても,こ のところファミコソが大流行

している.そ の人気の理由として,外 で遊ぶ

場所に恵まれなかった り,塾 やおけいこごと

で遊ぶ時間がなかった りして,自 由時間が少

ない状態なので,ど うしても室内遊びになる

ことが推察 される.画 面をひたす ら見つめ,

指先を動かすだけが遊びとは,誰 が考えても

不健康にちがいない.ハ イテクおもちゃは室

内遊びで,し か もひとりでも楽 しめる為,な

お一層子 どもをとじ込めてしま うように思わ

れる.

4.総 括

家庭の事情で家計を助けるための労働を必

要 とする場合は別にして,低 年令の子どもは

自分で稼 ぐことはできない.そ のため親や周

囲の大人から受ける決められたお小遣い ・手

伝いや何か良いことを した時や学校の成績が

良かった後のほうび ・お年玉 ・などが収入源

である.
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主な収入源 としての決められたお小遣いは,
"月ぎめ"で もらう方法が多 く

,小 学校中学

年では約500円,同 じく高学年では約1,000円

である.使 途は,お 小遣いの場合は,飲 食物

や雑誌などの日常必需品,お 年玉の場合は,

日常購入できない高価な物を購入 し残 りは貯

金にまわ している.約20年 間この傾向である.

お小遣いやお年玉などは,与 える側の考え

方により,子 どもへ多方面から影響を与える

こともわかった.

ところで,近 年,子 ども向けの商品を扱 う

販売店が増加 し,品 物も日移 りする程の過剰

さである.さ まざまな業界は,次 から次へ と

子どもの気を引 く製品開発に努力し,そ れら

を新聞のチラシや子ども用の雑誌などで広告

した り,ま たテレビでは子 ども向けの番組を

放映する時間帯に宣伝し,明 らかに関心を引

いている.そ れらの業界が子 どものため に生

産し販売することは,消 費者 としての子 ども

の立場を重んじているということがうかがえ

る.実 際問題 として,食 料品ひ とつにしても,

子ども向けの人気の高いアニメ・ドラマなどの

キャラクター入 りの包装を した り,ま た衣料

品についてはやは りそれらをプリントした り

した商品が氾濫 している状態である.

子どもは商品そのものの価値や質などを選

択する知識は乏 しい.時 代の波にのせられ,

商品化された品物に支配されないように,個

々において,自 らが本当に必要 とす る商品に

目を向けられるよう,親 や周囲の大人が指導

してあげ るべきだ と思われる.

〔付 記 〕

調査に御協力下さいました教育委員会 ・小

学校の教職員ならびに児童のみなさんに御礼

申 し上 げ ま す.
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